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第

次
大
戦
前

ιお
げ
る
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資

岡

回

賢

ま

え

が

き

五四三二

貿
易
収
支
主
海
外
投
資

欧
洲
諸
国
の
対
米
投
資

帝
国
主
義
的
旋
回
と
海
外
投
資

直
接
投
資
の
分
析
(
そ
り
一
)

直
接
投
資
内
分
析
(
そ
竺
一
)

ま

え

カミ

き

帝
閏
主
義
白
キ
要
特
徴
心
一
つ
で
あ
る
資
本
輸
出
は
、
過
去
五

O
年
に
わ
た
り
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
有
力
左
対
外
膨
脹
政
策
の

担
悼
平
と
し

τあ
ら
わ
れ
た
。

い
号
、
ま
で
も
な
く
、
資
本
輸
出
は
世
界
資
本
主
義
の
不
均
等
発
展
の
所
産
て
あ
り
、
国
際
的
な
資
本
心
偏
在
と
そ
こ
か
ら
生
ず
る
利

子
率
ゐ
よ
ぴ
利
潤
率
の
国
際
的
隔
去
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
資
本
心
国
際
的
た
自
由
移
動
が
阻
害
さ
れ
る
帝
国
主
義
段
階

第
一
次
'
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
り
カ
の
梅
外
投
資

第
七
十
八
巻

一
一
六
古

第

号

四
九



第
一
次
大
戦
前
r
布
け
る
ア
メ
w
y

カ
の
海
外
投
資

第
布
十
八
巻

二
六
人

第

号

五。

に
あ
っ
て
は
、
事
態
は
一
層
複
雑
白
度
を
加
~
千
台
。
す
な
わ
ち
国
内
に
お
け
る
独
占
の
成
熟
と
国
外
に
お
け
る
超
過
利
潤
収
奪
の
可
龍

性
に
よ
っ

τ特
徴
づ
け
b
れ
、
独
占

u
金
融
資
本
が
よ
り
大
き
左
飛
躍
を
と
げ
主
う
と
す
る
ス
プ
リ
ン
グ
・
ポ
ド
と
L
て
心
意
義
を

も
っ
。
か
く
て
モ
己
に
投
下
さ
れ
る
も
の
が
貸
付
資
ー
本
で
あ
れ
、
産
業
資
本
で
あ
れ
、
い
干
し
く
も
投
資
誘
因
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
、

独
占
u

金
融
資
本
の
果
敢
な
動
員
と
進
出
が
与
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
メ
U
J
カ
は
独
立
以
来
、
無
尽
蔵
と
も
い
い
う
る
園
内
資
源
と
広
大
た
園
内
而
揚
の
う
え
に
、
急
速
左
発
展
を
と
げ

τ
ニO
世
紀
に

到
達
し
た
。
そ
し
て
こ
の
間
一
八
八

0
年
代
の
西
漸
運
動
の
終
着
と
前
後
し
て
、
独
占
資
本
主
義
段
階
に
は
い
り
、
世
界
資
本
主
義
の

帝
国
主
義
段
階
へ
の
突
入
と
と
も
に
、
閏
ら
も
ま
た
帝
国
主
義
的
旋
回
全
開
始
し

τ、
強
占
u

金
融
資
本
に
よ
る
対
外
発
展
を
企
図
す

る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
先
進
列
強
に
よ
る
軍
事
的
・
政
治
的
圧
迫
は
、
す
て
に
い
た
る
と
己
ろ
に
障
壁
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
い
た
。

挽
一
言
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
独
占

u
金
融
資
本
の
相
対
的
劣
勢
に
も
と
づ
く
海
外
発
展
の
困
難
牲
が
跨
史
的
花
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
い

う
る
。
だ
が
、
か
か
る
障
壁
と
困
難
性
と
は
第
一
次
大
戦
に
よ
ヮ
て
殆
ん
ど
排
除
さ
れ
、
独
占
1

金
融
資
本
の
発
展
と
モ
れ
に
と
も
社

う
海
外
膨
脹
は
、
一
九
二

0
年
代
の
繁
栄
と
相
ま
っ
て
、
飛
躍
的
な
展
開
を
と
げ
る
己
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
。
己
白
二

0
年
代
の
海

外
膨
脹
は
独
占
日
金
融
資
本
心
強
脇
性
を
増
加
せ
し
め
た
ば
か
り
て
な
く
、
三

0
年
代
前
半
の
世
界
恐
慌
期
に
沿
い
て
す
ら
、
ア
メ
自

力
独
占

n
令
融
資
本
に
海
外
に
沿
け
る
確
乎
不
抜
白
地
歩
を
堅
持
せ
し
め
た
要
因
て
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
紙
幅
D
関
係
上
、
さ
し
あ
た
り
ま
ず
第
一
次
大
戦
以
前
に
沿
け
る
ア
メ

U
カ
の
海
外
投
資
に
そ
の
範
囲
を
限
定
し
、
当
時
な

沿
イ
ギ
H
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
に
く
ら
べ
て
後
准
一
的
性
格
が
強
く
、
か
っ
債
務
国
の
地
位
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
海
外
投

資
の
う
え
に
い
か
た
る
形
態
と
方
法
を
と
り
、
い
か
た
る
類
型
を
え
が
い
た
か
を
気
明
古
ん
と
す
る
も
の

d

て
あ
る
。
従
っ

τモ
の
後
記

お
け
る
発
展
の
分
析
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
と
と
す
る
。



貿
易
収
支
と
海
外
投
資

海
外
投
資
の
可
能
条
件
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
さ
ら
に
国
際
取
引
機
構
沿
よ

び
為
替
関
係
を
と
お
し
て
貿
易
尻
状
況
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
そ
己
て
第
一
次
大
戦
前
に
治
け

る
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
収
支
状
況
に
一
瞥
主
投
じ
よ
う
。

第
一
表
に
よ
れ
ば
、
一
八
七

0
年
代
こ
の
か
た
ア
メ
リ
カ
白
貿
易
は
つ
ね
に
順
調
を
維
持
し
て

き
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
即
ち
一
八
七

0
年
代
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
産
業
の
欧
訓
依
存
体
制
が
持
続

さ
れ
、
一
八
六
九
年
に
は
債
務
額
は
一
主

O
O
万
F
ル
を
上
廻
づ
て
い
た
。
こ
の
内
容
は
主
と
し

て
ア
メ
リ
カ
諸
証
券
の
外
国
募
集
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
貿
易
て
は
だ
い
た
い
入
超
傾
向
が
つ
づ

き
、
輸
入
品
同
も
国
内
開
発
、
西
部
進
出
用
資
材
が
主
で
あ
っ
た
。
か
か
る
状
況
の
も
と
で
輸
入

代
金
決
済
は
、
輸
出
に
よ
る
相
殺
分
八

O
M、
残
余
は
貿
易
外
収
入
と
金
項
目
と
て
バ
ラ
ン
ス
が

と
ら
れ
た
o

七
0
年
代
か

b
昨
紀
末
に
い
た
る
期
間
て
は
、
貿
易
は
七
凶
、
七
五
年
が
ほ
ぼ
均
衡

を
示
し
た
の
と
、
八
八
、
八
九
年
お
よ
び
九
二
一
年
目
入
起
を
除
い
て
他
は
す
べ
て
出
超
、
さ
ら
に

九
七
年
か
ら
は
輸
出
の
増
加
傾
向
が
一
層
の
上
昇
を
示
し
た
。
従
り
て
バ
ラ
Y

ス
は
対
外
債
務
に

対
す
る
利
子
、
回
当
支
払
分
が
差
引
純
支
払
内
容
を
な
す
状
況
で
あ
っ
た
o

即
ち
一
八
七
四
1
九

五
年
の
一
ご
二
方
年
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
た
貿
易
純
収
入
二
五
億
ド
ル
札
対
し
て
、
貿
易
外
支
払

一
六
億
ド
ル
、
利
子
配
当
支
払
一
九
億
ド
ル
、
そ
し
て
外
資
流
入
額
一

O
億
ド
ル
と
な
っ

τ
い

第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
力
の
博
外
設
費

第
七
十
八
巻

ノ、
九

第一費 yメ Dガ貿易収支 L単位100万ドル)

盃竺EEEE竺l巳 .I "f-"jC jEJ I '" mll H"  

1850ー 73I 6，6oO I 277 I 8，125 I 33.9 I -1，475 I -61.5 

1874- 95 I 17，231 I 780 I 14，738 I 671 I 2.493 I 113 
1896-1914 I 32，128 I 1，737! 22，866 I 1，239 I 9，262 I 5叩

u. S. Department of Commerce， Bureau of the C阻 S田;Historica.1 

Statistics of the u. S. 1789--19描， 5町 iesM14-41. l~. 242 

1914年比6月30日

第

号

主



第
一
次
大
戦
前
同
担
け
る
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資

アメ Dカの国際投資状況

1843竺盟2土l単位10億ドル)

覧 | アメリカ海外投資 1 アメ:

記玉:宣言尋~;'!Yf <t h 
川5 [35 1 2.6 IωI ... I 7.2 1. i 

it51ML|およ1513ih(
空川智T111里|旦|-jm
(1)不明 (2)微量出所前表yて同ピ

第二表

第
七
十
八
番

第

号

七
0 

五

る
。
ま
た
一
八
九
六
1
一
九
一
四
年
(
六
月
(
一

δ
日
)
の
期
間
て
は
、
貿
易
純
収
入
九
二
億
ド
ル
、

あ貿
る易
o IJト
モ支
し 払
τ 七
か O
か億
る ド
貿 yレ

易
よIII平IJ

支子
関配
係当
の文
好払
転三
は O
海億
外ド
投 Jレ

資
の外
発資
展流
を i人
う 差
た引
が額
しは

-0  
九億
t比一 ド
古己 ノレ

末て

か
ら
一
九
一
四
年
上
期
に
い
た
る
期
聞
に
約
一

O
億

F
ル
の
長
期
資
木
が
潅
升
へ
輸
出
さ
れ
、
海

外
投
資
収
入
す
同
期
聞
に
七
億
六

0
0
0
万
ド
ル
が
計
上
さ
れ
た
山
て
あ
る
U

し
か
し
ζ

の
よ
う
ゑ
ア
メ
リ
カ

ω
海
外
投
資
は
、

J
・
A
-
ホ
プ
ソ
ン
が
「
帝
国
主
義
論
」
て

試
み
た
貿
易
収
入
と
海
外
投
資
収
入
と
の
比
較
方
法
に
従
っ
て
み
て
も
、
当
期
の
投
資
収
入
は
輸

出
高
の
約
二
・
三
労
に
し
か
す
ぎ
-
丸
、
モ
の
重
要
性
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

り
う
る
。

ζ

の
己
と
は
ま
た
ア
メ

H
カ
に
対
す
る
意
外
国
白
長
期
投
資
と
の
収
支
比
較
ー
ー
一
九

一
四
年
六
月
末
に
い
た
る
一
七
カ
年
半
の
総
額
は
ア
メ
り
カ
の
海
外
投
資
一

O
億
ド
ル
に
対
し
、

対
米
外
国
投
資
は
二

O
億

F
h
!ー
か
ら
も
理
解
し
う
る
と
と
も
に
、
第
二
表
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

の
国
際
投
資
パ
ラ

Y

ス
か
ら
さ
ら
に
明
白
た
形
て
把
握
す
る
と
と
が
で
き
る
。

当
期
聞
に
お
け
る
海
外
投
資
は
、
し
か
し
た
が
ら
ア
メ
リ
カ
海
外
投
資
の
発
展
過
程
の
う
え
か

ら
は
、
第
一
次
大
戦
以
後
に
お
け
る
膨
大
た
海
外
投
資
を
き
ず
き
あ
げ
る
足
場
と
し
て
の
地
位
主

も
っ
て
お
り
、
債
務
固
た
る
ア
メ
リ
カ
が
債
権
問
た
る
地
位
を
確
保
す
る
に
い
た
る
基
体
形
成
過

程
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
地
に
た
つ
と
さ
、
ま
ず
次
の
二
論
点
が
究
明
さ
れ
ね
ば

な
b
な
い
。
付
投
資
を
遂
行
せ
し
め
た
主
体
的
条
件
は
何
か
。
同
投
資
形
態
は
ど
う
か
。
主
た
投



資
介
野
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
焦
点
主
し
ぼ
っ
て
本
論
の
展
開
を
己
こ
ろ
み
た
い
。

ω
5
E
E
E
2
0同

P
E
R
S
-
E
E
d
a
n宮
E
E
U
阻
害
E
E
Z
E
a
F
o
d伊
2
T
H
E
-
Fロ
由
民

-
z
L
J
Z
E
I∞

ωJ・
A
・
ホ
ア
ソ
シ
は
同
著
第
四
章
で
イ
ギ
ヲ
λ

の
経
済
的
寄
生
性
を
一
市
す
も
の
唱
と
し
て
、
外
国
貿
易
自
給
利
潤
を
輸
出
高
の
二
・
五
%
と
却
さ
え

海
外
投
資
利
潤
摘
は
そ
の
約
五
倍
悶
相
当
す
る
例
証
を
あ
げ
て
い
る
。
(
矢
内
原
忠
雄
訳
一

O
七
頁
参
問
。
)

問
ロ

m
F
1・
a
口

B
E
E
F
H
B口。ご
r
n
g
m
a
f
F
E

欧
洲
諸
国
の
対
米
投
資

ア
メ
り
カ
は
、
独
立
か
ら
一
九
世
組
中
葉
に
至
る
問
、
モ
の
経
済
的
発
展
を
欧
洲
先
進
諸
国
D
投
資
に
依
存
し
た
こ
と
は
周
知
白
と

お
P
て
あ
る
。
こ
白
い
わ
ば
外
資
受
入
国
た
る
ア
メ
り
カ
が
、
す
て
に
一
九
世
粗
末
か
ら
い
か
に
し
て
海
外
投
資
を
お
こ
な
い
え
た
か

を
究
明
す
る
に
あ
た
り
、
一
応
こ
れ
と
対
照
を
在
す
己
れ
ら
諸
外
国
に
よ
る
対
米
投
資
の
実
情
に
簡
単
K
ふ
れ
て
治
己
う
。

対
米
投
資
額
の
推
移
は
、
前
掲
第
二
表
白
一
万
す
と
ゐ
り
で
あ
る
。
己
れ
b
の
投
資
内
容
は
証
券
投
資
が
圧
倒
的
危
比
重
を
も
ち
、
例

え
ば
一
八
六
九
午
白
純
投
資
額
一
四
億
六
主
五

O
万
ド
ル
に
つ
い
て
は
、
合
衆
国
債
一

O
億
ド
ル
、
鉄
道
債
一
億
三

0
0
0万
F
ル、

鉄
道
株
一
億
一
三

O
O
万

F
ル
、
州
債
一
億
ド
ル
、
鉱
業
社
債
沿
よ
び
株
式
一

0
0
0
万

F
ル
、
都
市
債
七
五

O
方

Ft庁
、
土
地
抵
当

モ
の
他
二
五

O
万
ド
ル
て
あ
る
。
と
心
構
成
比
重
は
一
九
世
間
和
末
ま
ゼ
だ
い
た
い
同
じ
て
あ
る
。
ま
た
債
権
国
別
に
そ
の
比
重
を
み
れ

ば

一
八
九
九
年
の
三
三
億
ド
ル
の
内
訳
は
、

イ
ギ

p
ス
一
五
億
ド
ル
、

オ
ラ
ン
ダ
二
億
四

0
0
0万
ド
ル
、

F
イ

y
二
億
ド
ル
、

ス
イ
ス
七
五

O
O万
ド
ル
、

フ
ラ
ン
ス
五

0
0
0万
ド
ル
、

そ

ω
他
て
あ
り
、

刊卜

'ν

、
ノ

ド
イ
ツ
一

O
億
F
ル、

オ
ラ
ン
ダ
七
億
五

0
0
0万
ド
ル
、

フ
ラ
ン
ス
五
億
ド
ル
、

一
九

O
八
年
六
四
億
ド
ル
て
は
、

そ
の
他
て
あ
る
。
な
ゐ
一
九
一
四
年
K

イ
ギ
日
ス
三
五
億

第
一
決
大
戦
前
に
ho
け
る
ア
メ
リ
方
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

七

第

奇チ

五



第
一
次
大
戦
前
に
担
け
る
ア
メ
9
カ
の
海
川
町
投
資

あ
け
る
債
権
国
別
、
種
類
別
構
成
白
詳
細
は
第
三
表
に
つ
悼
て
み
ら
れ
た

h

。
士
た
直
接
投
資
は
独
立
以
来
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
主
た
る
対
象

部
門
と
し
て
は
、
土
地
所
有
、
貴
金
属
、
銅
、
食
品
友
ど
で
あ
り
、
石
泊

部
門
へ
は
二

O
世
紀
に
入
づ
て
か
ら
は
じ
め
て
治
己
社
わ
れ

h
o

削
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事
照

帝
国
主
義
的
旋
回
と
海
外
投
資

ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
は
、
既
述
白
よ
う
に

一
九
世
粗
末
か

b
b
己

な
わ
れ
た
。
し
か
し
当
時
白
ア
メ
り
カ
の
国
際
上
白
資
本
的
・
金
融
的
脆

弱
性
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
投
資
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
証
券
投
資
の
発

第
七
十
八
巻

寸づ

第

号

五
四
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展
を
期
待
し
え
ず
に
、
も
っ
ぱ
ら
直
接
投
資
に
重
点
が
ゐ
か
れ
た
。
即
ち
園
内
経
済
白
独
占
段
階
へ
白
編
成
を
中
軸
と
す
る
帝
国
主
義

的
旋
回
の
一
環
と
し
て
、
独
占
n
金
融
資
本
の
海
外
進
出
と
し
て
白
直
接
投
資
が
遂
行
さ
れ
た
白
で
あ
る
の

対 米外国投資
(1914年7月1日現在)

投資国 l計鉄道証券その他の証券宜配企業

イギ刀ス 4，250 2，8日D 850 600 

ドイツ u50 300 350 300 

オラ y ;r 635 日05 200 135 

77ンス 410 290 75 45 

カ ナ ダ 275 130 95 50 

そ の 他 570 日50 140 80 

告的)|7酬引70 1，710 1，210 

" (b) I 6，750 3，933 1，607 1，210 

ア
メ
リ
カ
の
独
占
資
本
自
発
生
は
一
八
七
九
年
の
λ

グ
ン
グ

1
F
右
泊
ト
ラ
ス
ト
白
成
立
、
つ
づ
く
一
八
八
二
年
目
恐
慌
を
媒
介
と

す
る
ト
ラ
ス
テ
ィ

l
ぷ
式
に
よ
る
独
占
形
成
運
動
白
発
展
士
も
フ
て
始
ま
る
。
か
か
る
独
占
の
発
展
に
対
し
て
、

事三哀

一
八
九
O
年
に
は
V



h
y
i
T
Y
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
制
定
を
見
た
が
、
他
方
一
八
八
九
年
五
月
の
ニ
ュ

l
O
v
i
d
ー
州
の
会
社
法
改

E
と
己
れ
に
つ
づ
く
東

部
品
同
州
の
踏
襲
に
よ
っ
て
、
新
た
に
持
株
会
社
(
印

0
2ミ

E

E
ロ
聞
の
。
芝
、
資
産
保
有
会
社
官
官
ミ

E
E
a
E
Z

の
形
態
に
よ
る
資
本
集
中
が
発
生
し
た
。

ま
た
己
れ
と
併
行
し
て
投
資
銀
行
資
本
に
よ
る
金
融
ト
ラ
ス
1

現
し
、
独
占
日
金
融
資
本
の
発
展
は
世
紀
の
転
換
と
と
も
に
一
層
の
躍
進
を
と
げ

h
o
即
ち
一
九

O
一
年
に
は
一

O
億
ド
ル
会
社
U
・

s
-
ス
テ
ィ

1
ル
の
設
立
を
始
め
、
一
九

O
四
年
ま
で
に
各
種
の
ト
ラ
ス
ト
が
相
次
い
で
結
成
さ
れ
、
海
外
直
接
投
資
に
重
要
な
活
躍

を
示
す
諸
独
占
資
本
も
、
多
く
は
当
期
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
独
占
資
本
の
支
配
力
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
九

O
四
年
に
は
回
目
豆

白
ト
ラ
ス
干
が
総
資
産
二

O
四
億
F
ル
を
保
有
し
て
、
製
造
工
業
部
門
を
は
じ
め
、
通
信
、
交
通
、
石
油
な
ど
約
五

O
種
の
部
門
に
わ

た
っ
て
独
占
的
支
配
網
主
完
成
し
て
h
た
引
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ス
ト
を
統
括
的
に
支
配
す
る
そ
ル
ガ
ン
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
グ

(宮

3
2
司
EH)
も
出

l
y
・
ν
l
プ
七
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
金
融
資
本
と
し
て
の
確
立
も
こ
の
期
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

同何回白
4
司

F
E
R
P言
自
E
E
s
a
p百
害
】
目
〉

Z
R
E
F
A
H
E
4・
z
u
r
口
EHν
「
匂
∞

同
小
原
敬
土
「
ア
メ
9
カ
独
占
資
本
主
義
の
形
成
」
昭
和
二
八
年
、
丘
一

l
七
頁
、
九
二

l
A頁
。
古
賀
英
正
「
支
配
集
中
前
」
昭
和
二
七
年
、
三
回

頁
、
五
七

l
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頁
、
八
七
九
O
頁
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一
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ア
メ
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事
一
日
明
大
戦
前
に
材
け
る
ア
メ
少
か
り
海
外
投
友

第
七
十
八
巻

七
回

第

空手

豆
大

こ
の
よ
う
な
経
済
構
造
の
変
化
は
対
外
政
策
の
上
に
も
軍
事
的
侵
略
的
性
格
を
加
味
し
、

の
施
行
、
東
洋
へ
の
進
出
、
門
戸
開
放
政
策
に
つ
づ
く
ド
ル
外
交
が
打
出
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
の
基
調
と
さ
れ
た
一
八
二

三
年
以
来
の
モ
ン
ロ
ー
主
義
は
、
園
内
経
済
の
一
充
実
に
と
も
な
い
「
自
衛
政
策
か
ら
領
土
政
策
へ
の
転
換
」
を
敢
行
し
た

G

一
八
九
二

年
か
ら
は
じ
ま
る
一
連
白
支
配
領
域
獲
得
の
動
童
、
即
ち
一
八
九
二
年
サ
モ
ア
諸
島
分
割
、
九
三
一
年
ハ
ワ
イ
保
護
領
化
、
九
五
年
英
領

一
八
九

O
年
以
後
D
ト
ラ
ス
ト
関
税
政
策

ギ
ア
ナ
と
ず
ェ
ネ
ゼ
ラ
と
白
国
境
紛
争
へ
の
介
入
、
九
七
年
キ
昆

1
パ
接
収
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
占
領
、
ポ
ル
・
ト
り
コ
、
グ
ワ
ム
島
の
接

収
、
九
八
年
ハ
ワ
イ
併
合
、

の
で
あ
る
。

一
九

O
O年
パ
ナ
マ
運
河
地
帯
獲
得
た
ど
は
、
ア
メ
リ
カ
の
帝
国
主
義
的
旋
回
の
有
力
な
指
標
を
な
す
も

ア
メ
リ
カ
白
経
済
と
政
治
の
か
か
る
転
換
は
、
世
界
資
本
主
義
が
帝
国
主
義
段
階
へ
発
展
し
た
白
と
時
期
を
同
じ
く

L
て
b
p
、
ァ

メ
U
カ
も
ま
た
こ
の
世
界
経
済
白
動
向
の
う
ち
に
白
b
の
発
展
方
向
を
も
と
め
た
己
と
を
意
味
す
る
。

加)(10) 
;:r e; 
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55 
fg 
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Eと

25 
H 民
sz 
召旨

可 @

I5 
乙

れ
で
あ

る

己
の
よ
う
な
帝
国
主
義
的
旋
回
に
応
じ
て
、
当
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
資
総
額
は
、
第
二
衰
の
よ
う
に
、

一
九

O
八
年
に

は
一
九
世
粗
末
の
=
了
六
倍
、
一
九
一
四
年
に
は
さ

b
に
そ
の
一
・
四
倍
の
三
五
億
ド
ル
に
達
し
た
。
と
れ

b
の
海
外
投
資
に
あ
ら
わ

れ
た
形
態
的
特
色
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
モ
れ
と
対
比
す
る
と
昔
、
付
証
券
投
資
に
く
ら
べ
て
直
接
投
資
が
著
し
い
重
要
性
を
示
し
て

い
る
己
と
、
そ
し
て
伺
証
券
投
資
の
内
訳
に
つ
い
て
、
ド
ル
証
券
と
外
貨
証
券
と
の
比
重
が
殆
ん
ど
相
等
し
い
こ
と
白
二
点
に
見
出
さ

れ
る
。
即
ち
け
に
つ
い
て
は
、
直
接
投
資
額
を
一

0
0
と
す
れ
ば
、
証
券
投
資
額
は
、
一
八
九
七
年
七
・
九
、
一
九
O
八
年
五
凶
、
一

九
一
四
年
三
二
・
五
て
あ
り
、
同
に
つ
い
て
は
F
ル
債
一

O
O
に
対
し
て
、
外
貨
債
は
、
一
九
O
八
年
一

O
三、

一
九
一
凶
年
九
五
・



五
と
な
っ
て
阿
る
。
こ
の
特
色
は
ア
メ
リ
カ
白
海
外
投
資
が
右
白
期
聞
に
急
激
な
発
展
を
と
げ
つ
つ
も
、
国
際
金
融
市
場
に
沿
け
る

F

ル
信
用
心
劣
勢
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
経
済
心
国
済
的
劣
勢
を
お
お
円
え
ず
に
、
海
外
投
資
発
展
の
中
軸
を
も
っ
ぱ
ら
独
占
1

金
融
資

本
自
体
の
海
外
進
出
た
る
直
接
投
資
に
も
と
め
た
己
と
を
語
る
も
の
に
ほ
か
な

b
な
い
。
ま
た
乙
の
海
外
投
資
心
地
域
分
布
と
し
て
は

次
の

Z
う
な
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
一
八
九
七
年
、
一
九

O
八
年
、
一
九
一
四
年
を
通
じ
亡
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
両

地
域
へ
の
投
資
額
が
過
半
セ
占
。
、
己
れ
に
キ
ュ
パ
酒
印
度
、
中
米
両
地
域
へ
の
伎
資
を
加
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
の
六
七
・
二

形
、
六
四
・
六
形
、
六
一
・
こ
が
の
比
重
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
℃
投
資
対
象
地
域
の
漸
進
的
た
拡
大
傾
向
を
内
包
し
つ
つ

も
、
当
期
て
は
こ
れ

b
近
接
地
域
群
に
投
資
の
重
点
が
お
か
れ
℃
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
そ
し
℃
乙
の
地
域
的
特
色
は
、
欧
洲
先
進

列
強
に
よ
る
世
界
制
覇
体
制
が
新
興
T
メ
P
カ
白
海
外
発
展
を
制
約
し
た
こ
と
を
も
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
叫

州
側
口

H
h
z
t
H
E
P
K
F宅
「
ロ
も

E
U
参
照

川
仰

Hσ
匹
目
ι
・
2
a
参
凪

ω投
資
地
域
の
分
類
は
口

zzm
の
資
料

(
F
E
宅
宰
d
1
3
vト
準
拠

L
、
地
域
群
区
合
は
海
丹
投
資
の
外
延
的
措
展
。
指
棋
と
し
た
。
即
ち
近

接
地
域
群
戸
カ
ナ
ダ
、
三
一
キ
シ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
同
印
度
、
中
米
地
域
)
は
米
国
と
地
理
的
に
接
近
L
、
か
っ
初
期
恥
p
b
相
当
規
模
の
投
資
が
拘
乙
な

わ
札
、
米
国
の
経
静
的
影
響
が
相
対
的
に
早
〈
か
ら
惨
透
し
て
い
る
地
域
を
一
揖
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
南
米
は
第
一
次
大
戦
前
で
は
欧

訓
の
唱
植
民
地
的
性
絡
が
捜
〈
、
ヰ
ホ
国
の
進
出
仕
戦
後
に
ま
た
ね
ば
な
ち
な
か
っ
た
実
情
か
ら
、
そ
の
他
の
地
域
正
司
と
も
に
遠
隔
地
域
群
に
属
す
べ

き
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
ロ

的
例
え
ば
南
米
地
域
に
対
す
る
米
国
の
設
資
額
を
英
国
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
一
九
一
一
ニ
年
に
お
い
で
す
b
、
後
者
一

0
0
に
対
L
、
前
者
は
伍
か

に
凹
・
五
に
す
ぎ
な
か
ヲ
た

(5K
耳
目
E
2
F
4
2百
Ew
色
町
出
口
苦
Z
E
F
E
E
S
F
円
。
問
。
・
主
主
主
旨
|
∞
白
)
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第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
刃
カ
の
海
外
技
費
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八
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時
一
一
次
夫
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
海
外
投
喜
一

'
弟
七
十
八
巻

一じ
y宍

事
=
一
号

li 
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四

直
接
投
資
の
分
析

(
そ
の
一
)

以
上
の
概
観
に
よ
っ
て
、
当
期
の
ア
メ
リ
カ
海
外
投
資
に
お
け
る
直
接
投
資
の
地
位
が
、

一
応
、
あ
き
b
か
に
た
っ
た
と
お
も
う
。

次
に
己
の
直
接
投
資
か
い
か
な
る
形
態
を
も
ヮ
て
ゐ
己
な
わ
れ
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
投
資
主
体
の
具
体
的
究
明
、
社
ら
び
に
そ
れ
が

投
資
対
象
の
う
え
に
描
い
た
(
地
域
的
、
産
業
部
門
前
〕

類
型
の
把
揮
を
治
己
左
う
こ
と
に
よ
ヲ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
初
期
の
海
外
投
資
の

特
質
全
規
定
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。

直
接
投
資
は
私
的
海
処
投
資
の
う
ち
産
業
資
本
の
海
外
動
員
形
態
ユ
て
あ
り
、
海
外
利
潤
の
収
得
を
目
的
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
利
潤
を

う
む
資
本
」
モ
の
も
の
の
輸
出
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
帝
国
主
義
段
階
に
あ
っ
て
は
己
の
直
接
投
資
は
、
す
ぐ
れ
て
支
配
と
収
奪
と
を
自

己
白
発
展
的
契
機
と
す
る
独
占

n
金
融
資
本
に
よ
ヲ
て
遂
行
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
投
資
が
お
己
友
わ
れ
る
場
合
、
投
資
領
域
に
お
い

て
自
ら
展
開
す
る
生
産
過
程
た
い
し
流
通
機
構
を
と
一
お
し
て
、
独
占
的
価
値
収
奪
が
強
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
か
か
る
収
奪
体
制
の
形
成

と
拡
充
の
た
め
に
、
海
外
従
属
資
本
系
列
の
設
定
、
外
国
独
占
資
本
と
の
対
立
抗
争
と
便
宜
的
協
調
去
と
の
政
策
が
実
行
さ
れ
、
必
要

に
応
じ
て
は
政
治
的
・
軍
事
的
諸
力
の
援
用
す
ら
お
こ
な
わ
れ
る
。

か
か
る
性
格
を
も
っ
直
接
投
資
の
具
体
的
方
式
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
げ

b
れ
る
。
ハ
門
海
外
子
会
社
の
設
立
、
海
外
資
産
の
買

収
取
得
。
伺
仲
介
金
融
機
関
な
い
し
公
募
機
構
を
経
ず
に
、
直
接
に
外
国
会
社
の
株
式
を
取
得
し
、
資
金
白
貸
付
を
お
こ
な
う
こ
と
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
前
者
は
自
己
資
産
の
海
外
膨
脹
を
、
後
者
は
海
外
支
配
系
列
の
編
成
を
目
的
と
す
る
υ

こ
の
外
国
会
社
の
支
配
形

態
に
は
、
完
全
買
収
あ
る
い
は
支
血
相
当
部
分
の
株
式
取
得
に
よ
る
完
全
従
属
会
社

(
P
E可

E
己
E
H
H
E
E
F広
島

E
q
)
の
編
成
、
h
d

よ
び
そ
れ
よ
り
も
少
量
心
株
式
所
有
と
特
許
権
使
用
契
約
や
技
術
提
供
た
ど
の
利
益
供
与
を
媒
介
と
す
る
拘
束
協
定
の
締
結
に
よ
ヮ
て



自
己

ω
優
位
性
を
確
保
す
る
形
態
ハ
自
E
。ロ
3
ニ
ロ
Z
Z苦

E
Z
E
E
H『
)
と
が
あ
丸
。

的
「
直
接
投
資
L
2
5
2
E
4
2
5
2
H
)
は
一
証
券
投
資
(
旬
。
見
♀
5
2
5
E
E丹

5
4
2吉
宮
内
)
の
対
称
用
語
で
あ
り
、
米
国
商
務
省
金
融
投
資
部

(
間
百
回
耳
目
島

H
5
E仲買
E
U
巴

2
2
0昌
弘
円
宮
司

m
ロ
何
百
号
足
立
。
同
円
。
EMpqno)
の
慣
用
語
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
実
体
相
克
は
阿
部
編

k
p
Z
O
B
E
E
Eニ
ロ
4
2
2
5
E
E
S咽
W
C
E
E
F
E
】
!
日
円
規
定
が
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

制
こ
れ
ら
の
投
資
額
評
価
に
ヲ
い
て
は
‘
完
全
所
有
分
に
づ
い
て
は
現
在
帳
簿
価
持
ま
た
は
適
正
市
場
価
額
、
枯
式
所
有
分
で
は
上
場
前
柄
に
ワ
い
て

は
上
場
価
格
、
そ
れ
以
升
の
も
の
は
額
面
額
を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
貸
付
は
現
在
額
で
あ
る
。
同

E
r〉
m
o己

E
E
P
B
R
E
E
z
q

s
開

E
事
邑
ur匂
】
宮

と

ω
内
容
を
モ
な
え
た
直
接
投
資
白
類
型
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
地
域
別
、
部
門
別
に
つ
い

τ、
年
次
比
重
と
一
九
一
四

年
を
一

O
O
と
し
た
年
次
投
資
額
指
数
を
示
せ
ば
第
四
表
お
よ
び
第
五
表
白
と
治
り
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
帝
国
主
義
的
旋
回
期
白
直
接
投
資
の
地
域
分
布
と
し
℃
は
、
メ
キ

Y
コ

b
よ
び
カ
ナ
ダ
地
域
が
最
大
白
比
重
を
し
め
、

こ
れ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
加
え
る

と
総
額
の
七
五
彪
が
三
地
域
に

集
中
し
て
い
る
。
ま
た
近
接
地

域
群
の
比
重
は
約
七

O
%弱
て

あ
り
、
投
資
領
域
が
ア
メ
リ
カ

の
隣
接
地
域
に
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
部
門

第四衰

アメ 9カ直接投資地域別指数

|地根|附 1畑山

20.6 22.5 21.6 

25.2 24.8 23.3 

7.7 11.9 10.6 

31.5 25.5 22.0 

中 クド 3.4 2.3 3.5 

南 米 6.0 6.3 12.2 . 
アフ F カ 0.2 0.3 0.5 

ア ジア 3.6 4.6 4.5 

大洋洲 0.2 0.6 0.7 

金 融 1.6 1.2 1.1 

昔十 100 100 100 

ヨ ー ロ ツ パ 122.8 65.0 100 

カナ fl~ i 25.7 65.5 100 

キュ-，，~ 17.4 69.5 100 

メキシコ 34.0 71.0 100 

中 米 23.5 42.5 100 

南 米 11.7 32.3 100 

7" 7 1) j; 7.7 38.5 100 

アジア 18.2 59.0 100 

大洋洲 8.8 59.0 100 

金 融 33.3 66.6 100 

総額指数 123.8 削 100 

別
比
重
と
し
て
は
、
鉄
道
、
鉱

第
一
次
大
戦
前
に
拘
け
る
ア
メ

P
カ
の
梅
外
投
資

第
七
十
八
巻

第
=
一
号

主王

九

-!.; 

七

C. Lewis; ibid. p. 606より刊司書



第
一
次
大
戦
前
忙
お
け
る
ア
メ
9
カ
の
海
外
投
棄

第

号

第
七
十
八
巻

イむ
}'、

第 五 衰

アメ Dヵ直接投資部門別指数

!部 F什
金融~ I 1.6 

僻 買 I 0.8 

WZ 売 I8.9 

右噛販売 I11.8 
石油生産 I1.6 

鉱 業川

貴金属， I 13.9 11-8 8.7 

産 業 用 I 7.3 15.4 18.4 

良 書皇 I12.1 11.4 13.4 I 
製造工聾き I14.7 18.1 18.1 

鉄韮 I22.5 9.8 9.6 

品益事謹呈 I 3.5 fi.2 n.O 

そ 0 他 I 1.3 8.1 6.0 

昔十 100 10o 100 

|制 66.6

Eち5 55お

33.5 49.5 

37.5 74.0 

7.2 53.0 

1897 1908 1914 

1

3

4

6

4

 

1

0

6

7

5

 

金融

品蕗 買

販売

石油販売

石抽生産

鉱業(1)

貴金属 I38.0 83.0 10U 

産業用 I9.5 51.5 100 

農業 '1 21.5 52.5 100 

製造工業 I18.o O".O 100 

1鉄道|同O削川

公益事業 I16.6 64.0 100 

ピJi--J50士的635 1.639 2.652 

2

3

1

0

6

 

1

0

5

9

4

 

業
(
扶
鉱
精
煉
)
、

会
よ
び
商
事
(
石
油
販
売
を
合
む
)
の
三
部
門
が
い
ず
れ
も
ご

O
%以
上
を
占
め
て
い
る
。

。(1)精煉をふくむ。

(2)単位100万ドル単位以下回拾五入。

(註J (その他)は映画劇場、ホテル

な o'.1914年 の 恥7月1日現在、他

は年末(第四表共通)。
C. Lcwi5; ibid. pp. 605， 6ょ刀作成

鉄
道
部
門
て
は
モ
の
投

も
の
で
あ
る
。

己
れ
と
併
行
し
て
一
八
四
九
年
チ
リ
!
の
鉱
山
鉄
道
建
設
以
後
、

資
額
白
七
七
d
p
が
メ
キ
シ
コ
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
投
資
は
殆
ん
ど
一
八
七
六
年
デ
ィ
ア

y
政
権
白
確
立
以
後
に
お
こ
た
わ
れ
た

ポ
リ
ヴ
ィ
ア
、
ヨ
ロ

Y
ピ
ア
の
開
発
鉄
道
、

キ

道
投
資
て
あ
り
、

ケ
ー
ス
(
の
同
E
F〉、

ー
パ
白
砂
糖
鉄
道
等
が
七

O
、
八

0
年
代
に
敷
設
さ
れ
た
。
い
わ
ば
未
開
発
地
域
白
資
本
主
義
的
開
発
の
手
段
と
し
て
の
産
業
同
開
発
鉄

グ
レ
ー
ス
(
同
'

ス
ベ
イ
ヤ

1

3官
〕
言
。
σ
)
、

君
主
古
)
な
ど
が
己
れ
を
担
当
し
た
。
鉱
業
投
資
は
カ
ナ
グ
、
メ
キ
シ
コ
に
集
巾
さ
れ
、
し
か
も
富
の

直
接
的
蒐
集
を
目
的
と
す
る
貴
金
属
鉱
業
へ
の
投
資
が
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。
即
ち
一
八
九
七
年
白
鉱
業
投
資
額
一
億
三
四

O
O
万

F
ル
の
う
ち
貴
金
属
部
門
は
八
八

O
O万
F
ル
を
し
め
て
い
る
。
己
れ
の
メ
キ
シ
コ
投
資
は
一
八
二

0
年
代
か

b
の
探
鉱
、
六

0
年
代

ハ
リ
マ

Y

(

ロ

国

出
向
E
F
S
)
、

円
引
円
悼
の
お
)
、
ホ
ワ
イ
ト
(
】

の

か
ら
の
一
試
掘
期
間
を
経
℃
、
デ
ィ
ア
ツ
政
権
い
ご
本
格
化
し
た
。
パ
ト
ピ
一
ア
ス
銀
鉱
業
会
社

(FE--E
自
r
R
H
F
P百
聞
の
。

官、



望
。
当
吋
白
押
)
が
一
八
八

O
年
に
設
立
さ
れ
、
八
七
年
に
は
こ
れ
が
数
社
を
合
併
し
て
パ
ト
ピ
ラ
ス
鉱
業
会
社
〔
出
巳
。
宮

HE
冨
】
居
兵

の
。
)
と
な
り
、
資
産
一
五

O
O万
ド
ル
以
上
と
称
さ
れ
た
。
カ
ナ
グ
て
は
一
八
六
一
年
ヨ
ロ
一
一
ア
ル
鉱
業
会
社
(
の
色
。
E
乙

冨
HEHH問

。
。
)
が
資
産
一
一
五

O
O万
ド
ル
ゼ
設
立
さ
れ
て
か
ら
、
金
て
は
主
に
オ

y
F
リ
オ
、
レ
・
リ
オ
地
方
へ
、
銀
て
は
シ
ュ

l
ベ
日
オ
湖

北
岸
地
方
へ
投
資
さ
れ
、
一
九
世
紀
末
に
は
カ
ナ
ダ
貴
金
属
鉱
業
の
半
分
を
米
系
資
木
が
支
配
す
る
に
至
ヮ

h
o
商
事
部
門
投
資
は
、

前
二
部
門
投
資
が
地
域
的
に
近
接
地
域
に
限
定
さ
れ
、
モ
白
投
資
主
休
も
個
別
企
業
資
本
た
い
し
投
機
資
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
地

域
的
に
は
欧
洲
六
一
必
、
ア
ジ
ア
二

O
M、
南
米
一

O
Mと
遠
隔
地
域
群
心
比
重
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
か
つ
独
占
資
本
に
よ
る
自
ら
の

海
外
販
売
網
心
設
置
拡
充
た
る
特
質
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
y
y
ガ
l
製
造
会
社

各
地
に
、
ス
グ
ン
グ
l
ド
は
ノ
ー
ベ
ル
・
プ
ラ
ず
|
式
会
社
(
問
。
「
巴
出
E
子
白
m

h
。
)
の
ロ

V
ヤ
進
出
と
対
抗
し
℃
一
八
七
九
年
か

(
回
目
同
日
呂
町

。
。
)
は
一
八
六
四
年
以
来
欧
洲

ら
英
、
独
、
仏
な
ど
山
各
地
に
、
そ
の
他
ナ
シ
ョ
ナ
ル
現
金
登
録
機
会
社

(
C
3
E
E
H
0
2
5
P
)、
ウ
ェ
ス
チ
Y

グ
ハ
ウ
ス
電
機
製
造
会
社
主

Z
E
m
g
B
E
E
n
食
冨
ぽ
向
。
)
、
デ
ィ

l

ャ:

(
Z
E
-
-
p
m
E
H
U問
E
同

p
・
)
、
ゼ
ネ
ラ
ル
電
機
会
社

グ
収
穫
機
会
社

(
Z
E
E
m
国
民
耳
切
円
骨
。
。
)
、
ピ
ュ

1
7
石
油
会
社

(HJJC己
。
。
)
た
ど
も
七
、
八

0
年
代
か
ら
欧
洲
争
中
心

に
各
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
海
外
販
売
組
織
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
制
。

こ
己
に
一
九
世
紀
末
の
直
接
投
資
は
、
部
門
的
に
も
、
資
本
的
に
も
、
自
由
資
本
主
義
的
色
彩
が
ま
だ
濃
厚
に
残
存
し
て
お
り
、
遠

隔
地
域
群
へ
の
投
資
進
出
は
、
利
潤
実
現
組
織
の
形
成
に
と
ど
ま
っ
た
と
は
い
え
、
園
内
独
占
を
背
景
と
し
た
販
売
部
門
に
よ
っ
て
の

み
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
に
は
帝
国
主
義
的
直
接
投
資
た
る
性
格
は
、
畳
的
に
も
、
質
的
に
も
、
ま
だ
崩
芽
的
段
階

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
て
あ
る
が
、
反
面
に
こ
れ
以
後
白
発
展
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
は
争
わ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
た
初
期
形
態
主
も
づ
た
ア
メ
リ
カ
の
直
接
投
資
は
、
二

ο世
紀
へ
の
転
挽
と
と
も
に
、
著
し
く
帝
国
主
義
的
色
彩
を
治
び

第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
P
カ
の
海
外
技
資

第
七
十
八
巻

b 
九

第
二
号



第
一
次
大
戦
前
に
お
口
る
ア
メ
n
y

カ
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

ノX
O 

第
三
号

プて

る
よ
う
に
怒
る
。
次
に
一
九
世
粗
末
か
ら
第
一
次
大
戦
に
い
た
る
過
程
を
検
討
し
よ
う
。

抽
仰
司
正
当

F
E
-
u
p同
日
-80白
色

ZEMBLE--H日

l
回]・司

5
7
2
F口
F42hFH21ElMH

M
同

P
F
E
E
Z
E
-
N
2
1
5
E
R
r
a
F
H
m
E
]
符

♀

v
g
h
E
E
E〉
国

E
E
E
Z
4
L
G
U
Z寸

州
側

2
1
m
u
g
-弔
】
∞

M
L
司

P
Z
E
E
-
H
2
1
7
5

五

直

接

投

資

の

分

析

(
そ
の
二
)

第
一
次
大
戦
に
い
た
る
期
聞
に
、
ア
メ
リ
カ
の
帝
国
主
義
的
成
長
比
国
内
経
済
の
狼
占
化
の
進
捗
に
よ
っ
て
押
進
め

b
れ
、
欧
州
列

強
に
よ
る
世
界
勢
力
関
係
の
制
約
を
う
け
た
が
ら
一
も
、
直
接
投
資
は
約
四
倍
の
増
加
を
と
げ
た
。
そ
し
て
地
故
比
重
に
つ
い
て
は
、
メ

キ
シ
ヨ
、
カ
ナ
グ
は
い
ず
れ
も
若
干
の
低
落
を
示
し
た
む
に
反
し
、
欧
州
制
モ
の
他
遠
隔
諸
地
域
は
す
べ
て
増
抗
を
示
し
た
c

近
接
地
域
群

の
比
重
は
一
九
一
四
年
に
は
六

O
が
ゼ
あ
り
、
一
八
九
七
年
の
そ
れ
と
較
べ
る
Yp--

一
o
d
p
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
か
か
る
地

域
的
傾
向
を
一
示
し
つ
つ
も
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ
コ
投
資
の
重
要
性
は
か
わ

b
ず
、
絶
対
額
に
お
け
る
近
接
地
域
群
の
優
位
は
友
治
継
続
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
部
門
別
比
重
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
部
門
の
凋
落
治
上
び
商
事
部
門
の
低
落
に
対
し
、
鉱
業
特
に
産
業
用
鉱
物
部
門
と

製
造
工
業
・
農
業
両
部
門
の
増
加
、
お
よ
び
、
投
資
額
比
重
て
は
依
然
と
し
て
僅
少
ぞ
は
あ
る
が
、
増
加
率
の
点
て
薯
し
い
仲
長
を
示

し
た
京
油
生
産
部
門
の
発
展
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
以
下
、
主
要
部
門
に
つ
い
て
投
資
実
態
を
見
ょ
う
。

ω資
本
輸
出
が
国
内
の
資
本
過
剰
を
前
提
と
す
る
乙
と
は
基
本
的
に
い
え
る
が
、
帝
国
主
義
段
階
に
お
け
る
資
本
輸
出
は
さ
ち
に
独
占
u

金
融
資
本
の

海
外
超
過
利
潤
収
奪
法
則
の
賀
倣
と
し
て
把
損
さ
れ
る
。
独
占
“
金
融
資
本
が
務
外
進
出
E
お
と
な
う
か
否
か
は
、
間
内
静
済
構
造
ho
よ
び
国
際
経

済
の
諸
条
件
な
b
び
に
そ
の
独
占
の
性
格
に
よ
る
が
、
直
接
投
資
を
も
ヮ
て
海
外
発
展
手
段
と
す
る
資
本
は
、
丹
国
資
本
ー
と
の
対
抗
関
係
を
め
ぐ
り
、



必
然
的
に
園
内
独
占
を
も
ヮ
て
自
己
の
資
本
力
培
養
の
基
体
と
せ
古
る
を
え
な
い
。
従
ヲ
て
直
接
投
資
に
重
要
な
発
展
を
と
げ
る
部
門
は
そ
の
国
円

独
占
に
も
高
度
の
支
配
力
を
認
め
う
る
結
果
が
見
b
れ
る
。
当
期
の
直
捺
投
資
に
関
し
例
証
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
ロ

krE]四
B
E
E
S
E
F
(
S
E
Z
H
)
(設
立

)
H
E
P
(集
中
区
)
出
渓
旨

5
2
E
F
E
E
t
H
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Z
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(
m
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m
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E
t
E
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∞
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宮
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F
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問
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F
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E
a
)
Z
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U
-
-
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渓・

3
F
E
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E
p
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E
m
4
5
b
p
g
京
、
ロ
∞
E
r
E
P
(
E
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E
u
$
5
3
2
w
F
F
P
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E
Q
(
S
E
m
h〕
昆

3
・
(
園

内
取
引
の
)
軍
次
・

F
2
3一〉
4EH持

9

2
司
E
ご
E
H
)
H
c
g
g
t
g
求、

C
E
o
E
H
E
E百
o
p
d〈
耳
目

$
2
5
0
5あ
vgas-(巴
E
E
n

ω毛
主

E
E
m
d
g
p
E∞
「
宰
渓
・

F
E
E
C
E弘
同

μ
2
2
2
9
(国
民

4
0
M
E
R
E
C
H
E
M・
昌
明
子
同

4
p
-
F
r
E
m
F
Z
E
F
(
F
r
E関

F
品
同
町
民
同

)
Z
E
E
t
。S
T
G・冨
E

?

E

E

E
関
係
項
目
参
照
)

鉱
業
部
門
て
は
、
農
業
用
鉱
物
に
対
す
石
投
資
増
加
額
が
、
貴
金
属
投
資
の
モ
れ
に
較
べ
て
約
三
倍
て
あ

P
、

両
者
白
比
率
は
二
対
一
て
あ
る
。
品
目
と
し
て
は
錦
、
鉄
が
主
て
あ
旬
、
鉛
、
錫
、

一
九
一
四
年
額
て
は

ニ
ァ
ケ
ル
、
硝
石
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
釘
投
資
て
は
、

メ
キ
シ
ヨ
に
一
八
九
十
担
年
号
グ
テ
ジ
ュ

l
ム
銅
会
社
(
声
。

E
E
Eロ
ロ
白
。
宣
言
刊
行
。
-
)
が
フ
ェ
ル
プ

R
-
F
ッ
ジ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
ワ

て
八

O
O
万
ド
ル
て
設
立
さ
れ
先
の
を
は
じ
め
、
九
八
年
に
は
グ
リ
ー
ン
・
コ
ン
ソ
リ
デ

l
テ
ッ
ト
銅
会
社

(
C
E
2
内。
ECH広島
H
a

の
G
司
宮
内
。
。
)
が
一
一
一

O
O
万
ド
ル
J
L

設
立
、
二

O
世
紀
初
頭
に
は
き
ら
に
数
社
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
新
た
に
チ
ロ
ー
に
プ
レ
イ
ド

y
銅
会
社
(
百
E
L
B
の
畠
官
同
円
。
)
が
一
九

O
四
年
に
、
チ
リ
l
・
エ
グ
ス
プ
ロ
レ
イ
シ
ョ
ン
会
社
(
《
リ

E
O
H
W
M志
向
長
自
の

C)が

一
一
年
に
、
ま
た
チ
リ

l
銅
会
朴
が
ご
二
年
に
九
五

O
O万
ド
ル
て
、
い
ず
れ
も
グ
ッ
ゲ

y
ハ
イ
ム
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
ベ
ル

ぞ
は
、
一
九

O
一
一
年
に
そ
ル
ガ
Y
の
参
加
に
よ
る
セ
ロ
・
デ
・
ベ
ス
コ
鉱
業
会
社

(
O
R。
n
H
O
H
M
-
g
z
z
p聞
の
。
)
(
一
九
一
一
一
年

の
資
産
二
五

O
O万
ド
ル
)
の
設
立
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
実
情
か

b
も
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
、
ア
ナ
コ
ン
グ
系
資
本
の
進
出
を
推
測
し
う

る
で
あ
ろ
、
h
o
鉄
て
は
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
べ
ス
レ
へ
ム
製
鋼
会
社
、
ペ
ン
シ
ル
ず
ア
ニ
ア
製
鋼
会
社
の
競
争
投
資
が
一
八
八
四
年
以

第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ

p
カ
の
海
外
投
棄

第
七
十
八
巻

ノ¥

第

号



第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
3
カ
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

ノ¥

第
三
号

/、
四

来
お
こ
な
わ
れ
、
当
期
に
は
そ
の
激
化
が
み

b
れ
る
。
前
者
は
さ
ら
に
一
九
一
三
年
チ

v
に
子
会
社
を
設
立
、
ま
た
同
年
ユ

l
-
z

ス
製
鋼
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
投
資
を
お
こ
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ
の
鉄
鉱
業
へ
は
一
八
九
O
年
D
グ
ヅ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
に
よ
る
鉱
山
買
収
以
後
、
九

九
年
に
米
知
合
弁
の
ド
ミ
一
一
オ
ン
銑
銅
製
造
会
祉
(
巴
。
E
E
S
H
H
E
E
b
印

m
o
o
-
o
v
)
、
一
九
一
一
一
年
白
英
米
加
合
弁
の
ア
ル
ゴ
マ

幻

製
鋼
株
式
会
社
(
邑
同
2
E
2
2戸
口

肖

]
V

ピι
E
)

な
ど
白
創
設
が
あ
る
。
ア
ル
ミ
鉱
で
は
一
八
九
九
年
ア
ル
コ
ア
白
前
身
た
る
ピ
ッ

ツ
パ

l
グ
製
煉
会
社

(
E
Z日
m
r
g
p
S
E
C〉
に
よ
り
カ
ナ
ダ
白
ケ
ペ
ッ
ク
に
初
投
資
か
あ
と
な
わ
れ
、
一
九
O
二
年
/
ー

グ
て
ア
ル
、
ミ
ニ
ユ
-
ム
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
一
四
年
忙
は
英
領
ギ
ア
ナ
へ
白
投
資
も
沿
こ
左
わ
れ

h
o
そ
り
他
鉛
て
は
一
八

九
九
年
グ
ッ
ゲ
Y

ハ
イ
ム
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
投
資
、

-
ッ
ケ
ル
て
は
一
九
O
二
年
カ
ナ
グ
の
イ
ン
グ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ユ
ッ
ケ
ル
会
社

の
設
立
、
錫
て
は
一
九

O
三
年
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
錫
会
社
白
マ
レ
!
投
資
士
矯
矢
と
し
て
投
資
白
進
捗
が
み
ら
れ
る
。
チ
リ

l
硝

右
へ
は
、
グ
uv

ス
(
宅
問
。

E
2
A
R
の。
I
U

と
デ
ュ
・
ポ
Y

に
よ
っ
て
一
九

O
二
一
二
年
に
約
一
二

O
O方
ド
ル
白
投
資
が
お

町
制

己
な
わ
れ
た
。

倒
口

Hhmzm-HFEZ
日

切

出

品

。

同
岬
口
ピ

s
t
p
z
旬
凶
宮
古
田
置
片
山

E
】
自
己

c
F
a
m
-
F
E
宅
自
i
芭

川
間
回
目

2
4
Q♀
言
。
三
区
内
]
F
P
J
百
三
QE噂

】
由
民

--V唱
団
印
|
毘
，
国
昌
吉

-
E
-
g
b
O
2
5了
号
己

]
M
L
S

倒
門
戸
内
主

m
-
p
b
害
出
。

lis-

製
造
工
業
部
門
へ
白
投
資
は
、
一
九
一
四
年
に
は
欧
訓
お
よ
び
カ
ナ
グ
両
地
域
が
各
二
億
ド
ル
て
、
同
投
資
総
額
の
八
八
必
を
し
め

て
い
る
。
業
種
別
に
は
、
欧
洲
て
は
電
機
製
造
、
自
動
車
工
業
を
主
と
し
、
モ
白
他
写
真
資
材
も
化
学
薬
品
工
業
な
ど
が
対
象
と
な
っ

幻

て
を
担
、
ヵ
ナ
グ
て
は
パ
ル
プ
工
業
、
食
品
製
造
が
主
た
る
業
種
で
あ
る
。
と
れ

b
u
投
資
主
体
は
一
般
的
に
独
占
資
本
と
し
て
ア
メ



リ
カ
経
済
む
う
ち
で
枢
要
在
地
位
と
支
配
力
を
宅
つ
大
資
本
が
多
〈
、
投
資
形
態
と
し
て
も
、
子
会
科
白
設
立
、
資
木
的
・
人
的
参
与

あ
る
い
は
特
許
技
術
使
用
権
契
約
主
媒
介
と
す
る
支
肥
関
係
心
設
定
た
ど
ョ
あ
ら
ゆ
る
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
進
出

資
本
の
一
具
体
的
列
挙
は
極
め
て
繁
雑
に
な
る
の
子
、
亡
こ
に
進
出
形
態
と
の
関
連
白
も
と
に
二
三
例
示
し
、
そ
り
概
続
を
窺
う
一
坊
と

し
た
い
。
主
ず
付
特
許
権
使
用
契
約
た
と
を
条
件
と
し
て
支
配
関
係
争
作
っ
た
も
の
と
し
て
ゼ
、
不
ラ
ル
電
機
会
社
を
あ
げ
う
る
。
例
え

ば
同
社
に
工
る
ド
イ
V

の
7
ル
が
マ
イ
不
電
機
会
社
(
匡
H
m
E
H
E
h
E
o
E
ロ自
H
E
C
O毘
戸
相
官
同
H
H
』
開
。
)
の
支
回
は
、
一
八
八

八
年
A

・
I
・
4

・
が
ア
メ
リ
カ
・
エ
ヂ
ソ

y
電
機
全
社
の
子
全
社
台
る
地
位
を
脱
し
て
独
立
し
て
か
ら
、
直
ち
に
特
許
権
契
約
を
結

び
、
独
占
領
域
協
定
を
成
立
せ
し
め
て
、
第
一
次
大
戦
後
の
資
木
提
携
、
人
的
参
与
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
Y

ス
・
ト
ム

y

y
・
ハ
ウ
ス
ト

y
電
機
会
杭
に
対
す
る
一
八
九
二
年
以
来
白
生
産
、
販
売
領
域
協
定
、
人
的
参
与
に
よ
る
支
岡
関
係
の
設
定
な
ど
が
あ

る
o

同
子
会
社
心
設
立
、
株
式
支
配
の
例
証
と
し
て
イ
ン
グ
l
ナ
V
ヨ
ナ
ル
電
信
電
話
会
社
の
場
合
が
あ
る
。
即
ち
一
八
八
二
年
ベ
ル

電
話
製
造
会
社
(
チ
ェ
ツ
ロ
)
を
は
じ
め
、
九
五
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
白
、
一
九
一
一
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
子
会
社
獲
得
な
ど
は
こ
れ
で

あ
り
、
ま
た
株
式
支
聞
に
は
{
三
年
心
ハ

y
ガ
リ
の
合
同
白
熱
電
球
電
機
株
式
会
社

(
4
0
5邑
q
o
o
E
E
L臣
官
ロ

Eι
目
。
EHHN目

回
け

P
Z
〉
の
)
白
支
配
な
ど
が
あ
る
。
国
外
国
会
社
の
質
収
に
は
一
九
陀
紀
末
の
ア
メ
リ
カ
・
ス
グ

p
ュ
l
会
社
に
よ
る
カ
ナ
ダ
の
グ

y
グ
ス
・
ス
グ
リ
ュ
会
科
(
ロ
自
仕
切
出
2
0認
め
。
)
の
支
配
、
ア
メ
リ
カ
・
。
ハ
ウ
グ
l

(

K

M

自
由

5
5
可。
d
q
ι

宮
守
口
E
H
)
の
カ
ナ
ダ

進
出
品

A

始
め
、
一
九
O
三
年
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
板
ガ
ラ
ス
会
社
に
よ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
同
種
工
場
の
買
収
そ
の
他
が
あ
る
。
な
治
留
保
利
潤

の
再
投
資
か
る
買
収
、
子
会
社
設
立
に
は
一
九
O
六
年
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
ベ
イ
キ
Y
ク
・
パ
ウ
グ
I
会
社
に
よ
る
一
八
九
七
1
一
九
O
豆

年
り
仏
独
英
の
支
社
設
立
、
イ
ン
グ

l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
収
穫
機
会
社
に
よ
る
一
九

O
二

一

O
年
の
欧
洲
各
地
心
支
社
設
立
、
イ
ー
ス
ト

マ
ン
-
コ
グ
y

ク
の
進
出
た
ど
が
そ
の
典
矧
的
な
も
の
で
あ
る
。

L
h
z融
資
、
社
債
の
肩
啓
発
行
な
ど
の
金
融
的
な
コ
ネ
グ
シ
ヨ

y
を

柑

p

h

肌
大
戦
前
に
お
け
る
ア
メ
U
J

カ
の
拒
外
投
資

第
七
十
人
巻

ノ¥

第

号

ノ、
五



第
一
次
士
一
戦
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に
布
け
る
ア
メ
リ
ノ
カ
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梅
外
投
資

第
七
十
八
巻

ノに
四

第
三
号

六
ハ

媒
介
と
す
る
従
属
会
社
の
編
成
は
一
般
的
に
は
戦
後
に
も
ち
こ
さ
れ
て
い
る
。

州
開
口

F
2
2
H
V広
島
旬
以
。

F

帥
】
司
〉
出

E
F臼九日
L
r
v鳥
居
ニ
@
己
回
国
冨
民
間
『
一
一
倖

ohyRmwF庄
司
司
選

l
勾

】

V
町
E
M叫
I
l
o
q

側
】
『
〉

F
己
E
H白
L
E内
同
署

I
E
1
g・色
1
2・
2
2
-
E
H
H出
回

出

S
F己
釣

Z
Z
E
F
F
E
宅

F

2・
2

日と

q

F
E
J〈
出
向

-rp宮内
包
ニ
ロ
〈
何
回

E
E
E
E
口
E
D己ど
]CHF

口
H
h
n
d
v守
訴

ヨ

回

目

w-L「
句
勺
凶
@
日

n
 

農
業
部
門
て
は
砂
糖
、
果
実
、
ゴ
ム
が
五
七
%
を
し
め
る
ほ
か
、
煙
車
、
山
林
、
コ

1
k
l
等
に
若
干
白
投
演
が
見
ら
わ
る
o

砂
糖

制

投
資
は
キ
ュ
ー
バ
に
そ
の
八

od日
が
集
中
さ
れ
、
ド
ミ
ユ
カ
へ
は
そ
白
残
余
額
が
投
資
さ
れ
て
W
る
忙
す
ぎ
な
い
。
と
の
投
資
は
、
発

生
的
に
は
資
金
貸
付
の
抵
当
物
件
の
形
態
的
転
換
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
一
八
九
八
年
目
キ
ュ
ー
バ
独
立
戦
争
終
結
い

J
r
7
ト
キ
ン

ス

(
E
E
4
6
)
、
ホ
l
ν

イ
(
田
弘
主

4
)、
リ
オ
ン
グ

(
E
S
P
)
系
諸
資
本
を
中
心
に
発
展
し
た
。
即
ち
一
八
三
八
年
ボ
ス
ト
ン
の
一

E
・
ア
ト
キ
ン
ス
会
社
に
よ
る
短
期
貸
付
が
キ
ュ

l
ベ
砂
糖
栽
培
業
者
に
行
わ
れ
て
以
来
、
取
引
先
へ
の
信
用
供
与
が
な
さ
れ
て
き
た

が
、
一
八
六
八
1
七
八
年
の
キ
ュ
ー
バ
・
ス
ペ
イ
ン
戦
争
に
よ
り
、
己
れ
b
が
長
期
貸
付
に
切
替
え
ら
れ
、
砂
糖
闘
が
供
託
さ
れ
た
の

が
被
筋
て
あ
る
。
か
く
て
一
八
九
九
年
に
は
ホ
l
ν

イ
の
キ
ュ
ー
バ
・
ア
メ
リ
カ
砂
糖
会
社
、
リ
オ
ン
グ
心
フ
ラ
ン
シ
ス
ヨ
砂
糖
会
社

が
設
立
さ
れ
、
い
ご
投
資
の
発
展
を
み
て
、
一
九
一
三
年
に
は
己
れ
ら
へ
の
金
融
機
関
と
し
て
西
イ
y
ド
砂
糖
金
融
会
社
が
設
立
さ
れ

開
発
の
強
佑
が
図
ら
れ
た
。
既
に
一
九

O
五
年
に
は
ア
メ
リ
カ
系
二
九
社
の
支
聞
が
キ
ュ
ー
バ
糖
生
産

2
二
労
に
達
し
た
o

果
実
て

は
ユ
ナ
イ
テ
y

ド
・
フ
ル
ー
ツ
会
社
が
、

一
八
九
九
年
の
設
立
し
」
同
時
に
モ
の
合
併
話
会
社
の
在
外
資
産
を
継
承
し
亡
、
さ

b
K
2
1

グ

-
H
カ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
パ
ナ
マ
、
ロ
ロ
ン
ピ
7
、
ホ

y
o
fフ
ス
等
の
投
資
を
拡
充
し
、
船
舶
投
資
を
も
行
い
、
サ



イ
ア
メ
ル

(
o
q
p自
己
H
J
C
枠
内
。
)
、

7
ト
ラ
ン
テ
ィ
グ
(
旨

r白
色
合
明
日
"
の
。
)
両
祉
の
競
争
を
圧
し
て
独
占
的
地
位
を
築
き
あ

げ
b
。
ゴ
ム
投
資
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
西
南
ア
ジ
ア
(
特
に
マ
レ

I
)
に
治
げ
る
生
産
制
限
政
策
に
よ
り
独
自
の
コ
ム
資
源
地
域
の
一
開
発
を

よ
ぎ
な
く
せ

b
れ
、
ュ
・
エ
ス
・
ラ
パ

l
会
社
な
ど
に
主
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
白
資
本
法
透
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
メ
キ
シ
コ
へ
の
投

資
が
強
行
さ
れ
た
o

他
方
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
へ
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

l
・
グ
イ
ヤ

l
・
ア
ン

F
・
ラ
パ

l
会
社
、
イ
Y

グ
l
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

間

ラ
パ

l
会
社
に
よ
る
投
資
が
試
み
ら
れ
、
第
一
次
大
戦
中
に
発
展
し
た
。
そ
の
他
キ

F
l
パ
の
煙
草
に
対
す
る
(
パ
ナ
・
ロ
マ

l
シ
ャ

ル
会
社
、
ハ
パ
ナ
・
ア
メ
リ
カ
会
社
、
ア
メ
リ
カ
・
ク
パ
コ
会
社
の
投
資
、
カ
ナ
ダ
白
農
場
、
山
林
、
南
米
北
部
へ
臼
コ
ー
ヒ
ー
投
資

が
行
わ
れ
た
。

倒
こ
れ
ち
の
投
資
額
は
一

λ
九
七
年

l
砂
糖
二
回
、
果
実
一

C
・
五
、
ゴ
ム
一
二
、
そ
の
他
三
九
(
以
下
問
順
、
単
位
百
万
ド
ル
)

一
一
二
・
五
、
二

O
、
七
八
。
一
九
一
四
年
1
一
一
八
、
六
一
・
八
、
二
一
二
、
一
五
三
。
口
『
s
f
F
E
喝
事
。

帥
ド
ミ
ニ
カ
へ
の
投
資
は
キ
ュ
ー
バ
投
資
利
潤
の
再
投
資
が
晴
ん
ど
で
あ
る
。
口
Z
4
4
5
L
E
A
苦
悶
さ
l
H

ωロ
Z
4町
一

F
E
軍
国
∞
十
l
p
g回
目

側
ロ
円
。
苦
r
H
V
L
H
M唱
団
昌
ー

1
∞。

同
開
口

H
為

44
一Mm
-
M
V
E
弔
凶
∞
凶
l
l
l
切

削
桝
凸
γ

同ゐ
4
4
5
H
M
V
H色
白
】

V日ド凶∞∞
lihw

。

一九
Cλ
年

l
E七、

最
後
に
石
油
生
産
部
門
へ
の
投
資
士
眺
め
よ
う
。
当
部
門
投
資
額
は
一
九
一
四
年
一
億
四
三

O
O
万
F
ル
、
投
資
額
比
主
白
上
ぞ
は

僅
か
に
豆
・
四
d
p
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
増
加
率
の
点
て
は
最
高
率
を
示
し
、
当
期
に
す
で
に
「
石
油
帝
国
主
義
」
白
前
奏
を
な
し
た

九
七
年
額
に
対
す
る
各
地
域
増
加
率
は
そ
れ
ぞ
れ
五
七
倍
、
四
・
二
倍
、

り
て
あ
る
。
己
の
一
九
一
四
年
額
の
地
域
的
内
訳
は
メ
キ
シ
コ
六

O
M、
ヵ
ナ
グ
、
南
米
各
一
七
%
、
そ
の
他
と
な
っ
て
ゐ
り
、
一
八

一
一
倍
、
そ
の
他
J

し
あ
弘
。
と
れ
ら
の
投
資
は
ス
タ
ン
グ
I

第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
Y
メ

y
カ
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

二
八
主

第

号

プて

ーじ



第
一
次
大
戦
前
に
担
け
る
ア
メ
W
J

方
。
海
外
投
資

第
七
十
人
巻

二
八
六

第
三
号

〆、
i¥. 

ド
系
諸
会
社
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
こ

ω
刻
印
国
際
石
油
投
資
戦
て
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
グ
ッ
チ
・
シ
ι

ル
に
対
す
る
米
系
資

本
の
全
面
的
な
劣
勢
は
お
お
い
え
な
か
っ
た
。
例
え
ば
メ
苧
デ
コ
て
は
一
九

0
2一
年
以
前
は
ス
グ
ン
グ
l
F
系
の
ウ
渇
|
グ
l
・
ピ
ヤ

ー
ス
石
油
会
社
(
巧
己
日
七
』
白
白

。ロ
C
)
に
よ
る
独
占
的
市
場
支
配
が
ゐ
こ
な
わ
れ
、
そ
り
販
売
用
右
泊
り
輸
入
税
が
デ
ィ
ア
ツ

政
府
心
収
入
と
し
て
無
視
し
え
な
か
っ
た
り
で
あ
る
が
、
同
年
メ
キ
V
2
柏
田
の
開
発
が
日
程
に
の
ぼ
る
守
、
英
米
有
泊
独
占
資
本
白

対
立
が
と
み
に
深
刻
と
た
り
、
市
場
最
上
び
油
同
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
表
面
化
し
た
。
即
ち
デ
ィ

7
7
政
権
と
英
国
系
の
連
繋
、
ス
グ

ン
グ
l
F
・
ピ
ヤ

l
ス
と
民
デ
ィ
ア
ツ
勢
力
と
の
提
携
に
よ
り
、
デ
ィ
ア
ツ

l
マ
デ
ロ

y
ザ
(
の
白

H
E
E
)
白
メ
キ
シ
コ
政
変
が
相
次
い
で
起
っ
た
。
な
治
デ
ィ
ア

y
政
権
が
英
系
資
本
に
有
利
な
処
置
を
と
っ
た
結
果
、

(
Z
E
r
E
)

ウ
エ
ル
グ

(出
E
H宮
)
カ
ヲ

九
一

O
年
デ
ィ
ア
ツ
犬
同
前
年
に
は
メ
キ
シ
カ
ン
・
イ
l
グ
ル
会
社
(
英
)

を
支
配
し
て
い
た
。
ま
た
南
米
石
油
投
資
て
は
ベ
ル
に
一
八
八

0
年
代
末
に
ハ

l
パ
l
ト
・
テ
ド
ル
・
オ
プ
・
ペ
ン
シ
ル
ず
プ
ニ

T

会
社
(
国
南
宮
見

3JEι
由
。
。
片
岡

M
g
ω
1
E
Eド
内
。
)
白
設
立
、
ず
ェ
ネ
ゼ
ラ
て
は
一
八
九
一
年
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ア
ス
フ
y

ル
ト
会
社

(
足
。
出

E
口

開

tvm-o
の
C

)

が
同
国
石
油
生
産
心
主
八
が

白
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
採
掘
と
一
九
一

O
年

ω
石
油
採
取
を
は
じ
め
と
し
て
、
ス
グ
ン
ダ
l
ド
系
を
中
核
と
し
た
各
種
右
泊
資
本
山
投
下

一
九

O
五
年
カ
ル
グ
グ
ナ
精
油
会
社
が
獲
得
し
た
油
田
開
発
権
に
ス
グ
ン
グ
l
F
(
N
・
I
・
)
が
一

九
一
四
年
に
参
加
契
約
を
む
す
び
、
本
格
的
在
開
発
に
乗
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
投
資
額
は
一
九
一
四
年
に
治
い
て
も
、
ベ
ル

が
、
な
さ
れ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
は
、

ー
一
五

0
0万
ド
ル
、
ず
ェ
ネ
ゼ
ラ

Z
O
O万
ド
ル
、
コ
ロ

Y
ピ
ア
二

O
O万
ド
ル
に
し
か
す
ぎ
ず
、
当
地
域
て
も
シ
ェ
ル
に
一
歩
主

採
掘
権
を
シ
ェ
ル
に
賃
貸
す
る
方
法
を
と
り
(
一
九
一
一
二
年
)
、

ゆ
ず
る
状
況
ゼ
あ
っ
た
。
例
え
ば
ず
子
ネ
ゼ
ラ
て
は
、
米
系
誇
会
社
は
原
泊
の
輸
送
機
能
不
足
り
た
め
、
油
井
先
成
後
に
モ
の
施
設
、

シ
ェ
ル
は
こ
れ

b
を
併
せ

τ
一
九
一
七
年
か
ら
同
国
て
最
初
心
商
業
的

右
泊
生
産
に
着
手
し
た
こ
と
な
ど
は
、
米
系
石
油
資
本
、
特
に
ス
グ
Y

ダ

ド

ω
進
品
す
ら
戦
後
に
く
り
延
べ
ざ
る
を
え
た
か
ワ
た
己



と
を
誇
る
も
の
で
あ

号38)

州
側

H
b
E
可

E
v
a
-
-戸

】

HHd官
E
E
E
話
回
。
は
+
寸
に
第
一
次
大
戦
後
の
コ
1
カ
サ
ス
袖
国
を
め
「
る
「
石
油
帝
国
主
義
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
か
か

る
国
際
石
抽
独
占
資
本
の
抗
争
は
、
既
目
当
期
に
お
け
る
ス
タ
ン
r
l
v
r
の
海
外
柏
田
投
資
の
過
桓
に
匝
胎
し
て
い
る
を
V

え
よ
う
。

制
口
-
E
2
t
M
E
&
司
四
∞
∞

的
F
2
5
て
官
官
官
5

こ
9
4
B
E
Z
o
-
-
:
5
1
2
E
柱
。
言
。
F
E匡
(
同

B
E
a
r
w口
H
O
B
P己
円
oomO)

《

U
E℃
M
A

弔

5
1民

側口

Z
5
2
P庄
司
自
∞
出
。

右
の
諸
点
に
も
と
す
い
亡
、
当
期
の
直
接
投
資
発
展
の
特
質
と
し
て
次
心
こ
と
が
い
い
え
ら
れ
る
。
即
ち
国
内
経
済
に
島
け
る
独
占

白
進
展
と
相
候
コ

τ、
独
占
t
金
融
資
本
の
対
外
投
資
は
顕
著
な
事
実
と
な
り
、
帝
国
主
義
的
宜
接
投
資
白
普
通
化
と
漆
透
傾
向
が
確

立
さ
れ
た
乙
と
て
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
詳
言
す
れ
ば
、
鉄
道
お
よ
び
商
事
部
門
の
低
落
に
対
し
、
直
接
生
産
部
門
た
る
産
業
用
鉱
物
、

農
業
、
石
泊
生
産
白
近
代
的
原
料
泉
源
部
門
、
た

b
び
に
戦
後
の
様
相
に
く

b
べ
て
ま
だ
第
二
義
的
な
地
位
に
あ
る
と
は
い
え
、
製
造

工
業
部
門
へ
の
投
資
重
要
度
の
著
し
い
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
己
の
傾
向
の
う
ち
に
海
外
諸
地
域
の
生
産
領
域
に
直
接
的
な
資
本
侵
入

を
図
担
、
モ
己
に
価
値
収
奪
の
基
盤
士
獲
得
す
る
帝
国
主
義
的
資
本
輸
出
白
実
体
が
確
立
せ
ら
れ
た
。
ま
た
地
域
的
比
重
白
秤
量
白
う

ち
に
あ
ら
わ
れ
た
近
接
地
域
群
比
重
の
結
少
、
増
加
率
に
お
け
る
遠
隔
地
域
群
比
重
の
優
勢
に
よ
り
、
直
接
投
資
発
展
の
外
延
性
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
他
方
に
、
地
域
的
比
重
の
う
え
に
あ
b
わ
れ
た
趨
勢
の
み
な
ら
ず
資
本
多
透
の
過
程
を
も
と
治
し
て
、
か
か
る
発
展
的
諸
傾

向
の
根
抵
に
ア
メ
リ
カ
の
海
外
膨
脹
を
阻
害
す
る
欧
洲
先
進
列
強
の
障
壁
を
認
め
る
己
と
が
で
き
る
白
て
あ
る
。

第
一
次
大
戦
前
に
白
け
る
ア
メ
司
ノ
カ
の
海
外
投
資

第
七
十
八
巻

入

七

第

吾

九




